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今回の題字は、　　　　　　　  　くん（刈田小学校６年生）です。
はやし　　 じゅん    ぺい
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文教厚生常任委員会

議会広報特別委員会

総務企画常任委員会

委員改選

議
　
長

�
藤��

井��

昌��

之

　
市
民
の
付
託
に
応
え
信
頼
さ
れ

る
議
会
の
構
築
を
目
指
す
活
発
な

委
員
会
活
動
に
期
待
す
る
。

新たな構成で 再スタート新たな構成で 再スタート新たな構成で
～議会改革を　　　 目指して～

再スタート ２2年１２月～

〈所管〉総務企画部、会計課、議会事務局、選挙管理委員会、監査委員、
　　　　　 公平委員会、固定資産評価審査委員会、消防本部

〈所管〉市民部、福祉保健部、福祉事務所、
　　　 教育委員会

議会と市政に対する理解を深めるため、議会の活
動状況、審議内容を広く市民の方々に周知する。

藤
井
昌
之

塚
本　

近

和
田
一
雄

副
委
員
長

 

前
重
昌
敬

副
委
員
長

 

宍
戸
邦
夫

副
委
員
長

 

石
飛
慶
久

委
員
長

 

秋
田
雅
朝

委
員
長

 
青
原
敏
治

委
員
長

 

宍
戸
邦
夫

赤
川
三
郎

水
戸
眞
悟

山
本　

優

金
行
哲
昭

前
重
昌
敬

今
村
義
照

山
根
温
子

山
本　

優

先
川
和
幸

児
玉
史
則

水
戸
眞
悟

ひとくちメモ

○議長・副議長の任期
　議員の任期によるとされており、通常４
年。（地方自治法第103条2項）

○常任委員会の任期
　安芸高田市は「委員会条例」第4条によ
り2年と定めている。

○議会運営委員会の任期
　常任委員会の任期と同様に2年。
○特別委員会の任期
　委員会に付議された事件が議会において
審議されている間在任する。審査・調査
が終了すれば消滅する。（地方自治法第
110条2項）
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議会運営委員会

議会改革特別委員会

産業建設常任委員会

委員改選

葬斎場建設調査特別委員会

監　査　委　員

芸北広域環境施設組合議会

広島県後期高齢者医療広域連合議会議員

副�

議�

長

�

塚�

本��

　��

近

　
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
今
年

も
議
会
報
告
会
を
予
定
し
、
皆
様

の
声
を
市
政
に
反
映
し
ま
す
。

新たな構成で 再スタート新たな構成で 再スタート新たな構成で
～議会改革を　　　 目指して～

再スタート ２2年１２月～

〈所管〉産業振興部、建設部、公営企業部、
　　　  農業委員会

定例会・臨時会の会期の調整や日程事項など、議
会運営の全般について協議、意見調整を図る。

議会報告会の開催、議員定数のあり方、議員報酬
の見直し、政務調査費について協議。（議長を除く全議員）

今村義照

前川正昭　　秋田雅朝　　青原敏治
入本和男　　藤井昌之

委員長　　赤川三郎
副委員長　秋田雅朝

青原敏治

前
川
正
昭

大
下
正
幸

入
本
和
男

副
委
員
長

 

和
田
一
雄

副
委
員
長

 

先
川
和
幸

副
委
員
長

 

大
下
正
幸

委
員
長

 

入
本
和
男

委
員
長

 

山
根
温
子

委
員
長

 
金
行
哲
昭

大
下
正
幸

石
飛
慶
久

青
原
敏
治

亀
岡　

等

児
玉
史
則

今
村
義
照

石
飛
慶
久

前
重
昌
敬

秋
田
雅
朝
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12月定例会

9203万円追加
（総額 242億7197万円）

一
般
会
計
補
正
予
算

可
　
決

12
月
定
例
会

　

12
月
定
例
会
を
12
月
８
日
～
21
日

ま
で
を
会
期
と
し
て
開
催
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
18
議
案

に
つ
い
て
質
疑
・
答
弁
が
あ
り
、
す

べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
。

　

各
常
任
委
員
会
へ
付
託
し
た
条
例

な
ど
の
４
議
案
は
、
す
べ
て
原
案
の

と
お
り
可
決
。（
各
常
任
委
員
会
の

審
査
は
６
～
８
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

　

一
般
質
問
で
は
、
13
人
が
市
政
を

問
う
。（
９
～
15
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

■
質　

疑

一
般
会
計
補
正
予
算

水
戸　

有
害
鳥
獣
捕
獲

班
員
の
高
齢
化
が
進
ん

で
い
る
が
、
対
策
は
。

大
野
産
業
振
興
部
長

　

班
員
108
名
の
う
ち
最

高
齢
84
歳
、
最
年
少
34

歳
で
、
平
均
年
齢
は
64

歳
。
今
年
度
か
ら
狩
猟

免
許
取
得
補
助
制
度
を

創
設
し
、
２
名
が
新
た

に
活
動
に
従
事
し
て
い

る
。

今
村　

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

化
に
伴
う
予
算
内
容
は
。

武
岡
行
政
経
営
課
長

　

窓
口
サ
ー
ビ
ス
向
上

に
向
け
た
会
計
課
の
移

と
案
内
標
示
の
改
修
等
。

入
本　

学
校
教
育
振
興

費
の
需
用
費
、
備
品
購

入
費
は
。

田
丸
教
育
次
長　

小
学

校
の
教
科
書
改
正
に
よ

る
教
師
の
指
導
書
の
購

入
に
か
か
る
経
費
。

○
庁
舎
管
理
費
（
窓
口
業
務
の
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
化
に
向
け
た
改
修
工
事
）

 　

２
６
０
０
万
円

○
障
害
者
自
立
支
援
訓
練
等
給
付
事
業
費

（
社
会
参
加
推
進
を
目
的
と
し
、
自
立
を

支
援
す
る
た
め
の
訓
練
等
実
施
）

 　

７
３
９
５
万
円

○
乳
幼
児
医
療
公
費
負
担
事
業
費

　

（
小
学
６
年
生
ま
で
の
医
療
費
公
費
負
担
） 

　

５
５
５
万
円

○
集
落
営
農
推
進
事
業
費
（
農
業
機
械
な
ど

整
備
支
援
）

　

１
６
３
６
万
円

○
給
食
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
要
す
る
経
費

　

１
６
９
６
万
円

○
市
税

 　

固
定
資
産
税
（
新
築
家
屋
の
増
）

 　

８
０
０
万
円

 

○
国
庫
支
出
金
（
自
立
支
援
訓
練
等
給
付

費
負
担
金
な
ど
）

 　

２
８
８
５
万
円

 

○
繰
越
金
（
21
年
度
か
ら
の
繰
越
金
）

 　

１
億
３
０
０
３
万
円

歳出の主な補正内容 歳入の主な補正内容

給食センター４月１日稼働
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12月定例会

討　

論

　
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に

�

反
対
す
る
意
見
書
）

反
対

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
よ
る
貿

易
拡
大
と
経
済
成
長
は
、

日
本
や
本
市
に
と
っ
て
の

効
果
は
大
き
い
と
思
わ
れ

反
対
。

賛
成

　

な
し

採　

決

　

賛
成
多
数
で
可
決

賛
成

　

石
飛
、
大
下
、
和
田
、

　

水
戸
、
先
川
、
山
根
、

　

宍
戸
、
前
川
、
秋
田
、

　

赤
川
、
青
原
、
金
行
、

　

入
本
、
今
村
、
亀
岡
、

　

塚
本

反
対

　

前
重
、
児
玉
、
山
本

議会改革特別委員会を設置議会改革特別委員会を設置
委員長　山根温子　　副委員長　先川和幸

国への意見書提出を可決議員発議
◎ごみ減量と循環型社会実現に向けた取り組みを求める意見書
内容　　リサイクルに積極的に取り組むほど、収集運搬・分別・保管のための費用が自

治体の財政を圧迫する仕組みを改善すること。（例えば、繰り返し利用可能な容
器の利用促進など）

◎ ＴＰＰ（環太平洋戦略的経済連携協定）交渉に反対する意見書
内容　　例外なき関税撤廃を原則とする連携協定は、わが国の特に食糧・農業・農村に

大きな打撃を与える。このことは農業だけでなく一次産業全体が衰退し、地域経
済など活力が減退するため、ＴＰＰ交渉には参加しないこと。

■提出先：内閣総理大臣、内閣官房長官、関係省庁の大臣

ひとくちメモ

　2006年より発効された、ニュージーランド、シンガポール、チリ、ブルネイの環太平洋4
カ国による自由貿易協定。2015年までに、工業製品、農林水産物、金融、サービスなどの取
引の関税撤廃を目指す。米国、オーストラリア、ペルー、ベトナム、マレーシアも参加表明。

■議会改選1年前の23年11月を目途に方向性をまとめる

市民から見えない議会の脱皮へ

・議会報告会の開催　・議員定数のあり方
・議員報酬の見直し　・政務調査費
について議論する

ねらい

趣 旨

ＴＰＰとは　環太平洋戦略的経済連携協定
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■
質　

疑

先
川　

総
務
部
と
企
画

振
興
部
に
分
け
、
課
の

名
称
も
、
政
策
企
画
課

と
情
報
政
策
課
で
は
、

市
民
に
わ
か
り
に
く
い
。

清
水
総
務
企
画
部
長

　

新
設
の
企
画
振
興
部

は
、
部
の
中
に
振
興
施

策
推
進
の
課
が
含
ま
れ

て
お
り
、
振
興
の
名
称

を
入
れ
て
い
る
。
ま
た
、

情
報
政
策
課
は
、
地
域

情
報
化
の
整
備
や
地
デ

ジ
対
策
等
の
情

報
政
策
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
担
当

し
て
い
る
た
め

情
報
政
策
課
と

し
て
い
る
。
市

民
へ
の
周
知
を

図
る
。

今
村　

今
の
総

合
計
画
の
中
で

新
た
に
出
て
き

た
政
策
、
施
策

は
な
い
が
、
組

織
改
編
の
説
明

を
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
。

藤
川
副
市
長

　

行
政
の
組
織
編
成
や

機
構
改
革
へ
の
固
定
観

念
で
な
く
、
社
会
情
勢

が
変
わ
り
、
市
長
が
施

策
を
掲
げ
、
そ
れ
を
基

本
に
そ
の
都
度
見
直
し

を
図
り
な
が
ら
行
う
の

が
基
本
と
考
え
る
。
現

状
に
合
っ
た
組
織
編
成

と
い
う
こ
と
で
理
解
い

た
だ
き
た
い
。

○
給
食
セ
ン
タ
ー
設
置

に
伴
う
給
食
調
理
員

の
職
種
転
換
に
伴
い
、

調
理
員
の
定
年
年
齢

を
60
歳
に
改
め
る
。

○
行
政
職
転
換
者
と
調

理
員
の
職
に
と
ど
ま

る
者
の
定
年
年
齢
に

逆
転
現
象
が
生
じ
な

い
よ
う
経
過
措
置
を

設
け
る
。

職種に関係なく
全ての職員を60歳定年へ

総務企画

総
務
企
画
常
任
委
員
会

　

12
月
定
例
会
で
付
託

さ
れ
た
議
案
２
件
を
、

12
月
14
日
に
委
員
会
を

開
き
慎
重
に
審
査
し
た
。

（
主
な
審
査
）

○
安
芸
高
田
市
事
務
分

掌
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

○
安
芸
高
田
市
職
員
の

定
年
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

�

委�

員 

長　

秋
田
雅
朝

�

副
委
員
長　

前
重
昌
敬

�

委　
　

員　

先
川
和
幸

　
　
　
　
　

山
本　

優

　
　
　
　
　

赤
川
三
郎

　
　
　
　
　

今
村
義
照

　
　
　
　
　

藤
井
昌
之

■
質　

疑

前
重　

給
食
調
理
業
務

は
保
育
所
の
３
歳
未
満

児
の
調
理
が
残
る
と
思

わ
れ
る
が
、
調
理
員
の

雇
用
計
画
に
つ
い
て
今

後
の
採
用
も
含
め
て
の

考
え
は
。

沖
野
総
務
課
長

　

フ
ル
に
１
週
間
従
事

す
る
だ
け
の
業
務
量
が

あ
る
か
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
正
規
職
員
を

配
置
し
な
く
て
も
可
能

な
現
場
と
推
測
で
き
る

の
で
、
非
常
勤
特
別
職

員
を
活
用
し
て
の
対
応

を
検
討
し
て
い
る
。

○
総
務
企
画
部
を
総

務
部
と
企
画
振
興

部
の
２
部
と
し
情

報
化
推
進
室
を
情

報
政
策
課
に
名
称

変
更
。

○
福
祉
保
健
部
高
齢

者
支
援
室
を
廃
止

し
高
齢
者
福
祉
課

へ
統
合
。

○
建
設
部
水
道
課
と

下
水
道
課
を
統
合
。

積極的組織改編？ 市民への周知は？

職員定年条例一部改正

事務分掌条例一部改正

概　

要

概　

要

市民にわかりやすい表示を
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文教厚生

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　

12
月
定
例
会
で
付
託

さ
れ
た
議
案
２
件
、
要

望
１
件
を
、
12
月
15
日

に
委
員
会
を
開
き
慎
重

に
審
査
し
た
。

（
主
な
審
査
）

○
安
芸
高
田
市
福
祉
施

設
新
設
奨
励
条
例

○
安
芸
高
田
市
給
食
セ

ン
タ
ー
設
置
条
例

�

委�

員 

長　

青
原
敏
治

�

副
委
員
長　

宍
戸
邦
夫

�

委　
　

員　

児
玉
史
則

　
　
　
　
　

水
戸
眞
悟

　
　
　
　
　

山
根
温
子

　
　
　
　
　

金
行
哲
昭

　
　
　
　
　

塚
本　

近

■
質　

疑

水
戸　

企
業
立
地
奨
励

条
例
と
の
整
合
性
は
、

予
算
措
置
状
況
は
。

岩
㟢
高
齢
者
福
祉
課
長

　

企
業
立
地
奨
励
条
例

を
参
考
に
、
土
地
取
得

奨
励
金
、
新
規
雇
用
奨

励
金
を
交
付
す
る
な
ど

の
措
置
を
講
ず
る
も
の
。

予
算
は
そ
れ
ぞ
れ
24
年

度
か
ら
と
な
る
。

藤
川
副
市
長　

介
護
保

険
計
画
に
基
づ
く
施
設

整
備
で
、
奨
励
条
例
に

よ
る
支
援
措
置
と
と
も

に
、
安
定
し
た
管
理
運

営
を
期
待
す
る
。

宍
戸　

奨
励
条
例
に
、

固
定
資
産
税
の
減
免
、

免
除
規
定
適
用
は
。

重
本
福
祉
保
健
部
長

　

３
年
間
に
限
定
し
て

の
固
定
資
産
税
の
措
置

と
し
て
い
る
。

■
質　

疑

宍
戸
・
水
戸　

学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員

会
の
構
成
員
と
そ
の
役

割
は
。

田
丸
教
育
次
長　

給
食

セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

の
委
員
は
30
名
以
内
と

し
、
献
立
の
内
容
や
給

食
会
計
の
予
算
・
決
算

な
ど
、
年
に
２
回
程
度

の
定
例
会
議
を
開
催
す

る
予
定
。

森
川
給
食
セ
ン
タ
ー
開

設
準
備
室
長　

構
成
員

は
規
則
で
定
め
る
が
、

保
育
所
・
幼
稚
園
・
小

中
学
校
の
保
護
者
、
学

校
医
代
表
、
小
中
学
校

長
、
保
育
所
長
、
幼
稚

園
長
、
養
護
教
諭
代
表

な
ど
と
し
て
い
る
。

市
内
各
保
育
所
の
食
事
、

幼
稚
園
、
小
・
中
学
校

の
給
食
の
調
理
等
を
一

括
し
て
処
理
す
る
施
設

の
設
置
。

市
内
に
福
祉
施
設
を

新
設
し
よ
う
と
す
る

者
に
所
要
の
奨
励
措

置
を
す
る
も
の
で
、

固
定
資
産
税
の
額
に

相
当
す
る
額
を
３
年

間
各
年
度
300
万
円
を

上
限
に
交
付
す
る
な

ど
。

住みなれた地域で安心して
暮らし続けるために

４月１日の稼働に向けて

福祉施設新設奨励条例

給食センター設置条例 概　

要

概　

要

◎高齢者が安心して暮らせる社会を実現するためにシルバー人材センターへの支援の要望
要望者　（社）安芸高田市シルバー人材センター
要　旨　　高齢化が進む中、シルバー人材センターが求められる役割を十分に発揮

し、高齢者が安心して暮らせる社会を実現していくために、補助金の削減を
しないよう強く要望するもの。

■委員会で採択し、市に対して必要な措置をされるよう書面をもって伝えた。

要
　
望
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産業建設

要　望
◎ ＴＰＰ交渉に反対する意見書の採択について
要望者　広島北部農業協同組合（ＪＡ広島北部）
要　旨　　ＴＰＰに参加した場合、わが国の食糧・農業・農村に壊滅的な打撃を与える。
　　　　　ＴＰＰ等をはじめとする自由化交渉は、農産物関税撤廃だけの問題ではな

く、わが国の将来像に係わることであり、国土と産業の均衡ある発展実現の
ため交渉には参加しないこと。

【審査の経過】
　■委員会で採択した。

【所管事務調査】
　○安芸高田市総合計画実施計画（22年度～26年度）掲載事業の内容について
　○高原病性鳥インフルエンザ発生に伴う安芸高田市の対応について（報告）
　○農事組合法人八千代ふるさと農園破産手続経過について（報告）
　○安芸高田市ふるさと応援の会（仮称）会員の募集について（報告）

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

12
月
定
例
会
で
付
託

さ
れ
た
議
案
は
な
く
、

会
期
中
に
提
出
さ
れ
た

要
望
書
１
件
に
つ
い
て
、

12
月
16
日
に
委
員
会
を

開
き
慎
重
に
審
査
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
所
管
事
務

に
つ
い
て
４
件
の
調
査

を
行
っ
た
。

（
主
な
審
査
）

○
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
反
対

す
る
意
見
書
の
採
択

に
つ
い
て

�

委�

員 

長　

入
本
和
男

�

副
委
員
長　

和
田
一
雄

�

委　
　

員　

石
飛
慶
久

　
　
　
　
　

大
下
正
幸

　
　
　
　
　

前
川
正
昭

　
　
　
　
　

亀
岡　

等

■
質　

疑

亀
岡　

11
月
29
日
の
臨

時
会
で
Ｅ
Ｐ
Ａ
・
Ｆ
Ｔ

Ａ
が
否
決
と
な
り
ま
だ

２
週
間
に
も
満
た
な
い
。

　

こ
の
要
望
を
議
会
運

営
委
員
会
が
受
け
、
本

委
員
会
へ
付
託
さ
れ
た

経
緯
を
伺
う
。

外
輪
事
務
局
次
長

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
関
係
は
全

国
的
な
問
題
と
な
っ
て

お
り
、
議
長
に
お
い
て

緊
急
を
要
す
る
案
件
と

判
断
し
て
議
会
運
営
委

員
会
へ
諮
問
し
た
。
議

会
運
営
委
員
会
で
協
議

し
た
結
果
、
審
査
の
必

要
性
が
生
じ
、
産
業
建

設
常
任
委
員
会
へ
付
託

と
な
っ
た
。

TPPによる農業への影響は
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一般
質問

和
田　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関
し

て
の
考
え
を
伺
う
。

市
長　

政
府
の
動
向
を

注
視
し
関
係
機
関
等
と

連
携
し
取
り
組
み
た
い
。

和
田　

林
業
、
木
材
産

業
の
再
生
に
つ
い
て
市

の
状
況
は
。

市
長　

林
業
機
械
等
の

搬
入
可
能
な
作
業
道
を

新
設
し
、
生
産
供
給
体

制
の
確
立
を
図
る
。

和
田　

森
林
整
備
事
業

の
現
状
は
。

市
長　

今
現
在
５
事
業

に
取
り
組
ん
で
お
り
、

引
き
続
き
官
民
協
働
に

よ
る
林
業
の
振
興
に
努

め
た
い
。

和
田　

「
ナ
ラ
枯
れ
」

へ
の
対
策
は
。

市
長　

状
況
を
視
察
し

広
域
連
携
に
よ
る
対
策

を
考
え
る
。

和
田　

「
シ
カ
食
害
」

対
策
に
狩
猟
免
許
取
得

奨
励
を
市
職
員
へ
。

市
長　

職
員
へ
の
免
許

取
得
は
課
題
も
あ
る
。

和
田　

「
ジ
ビ
エ
」
活

用
の
加
工
施
設
は
。

市
長　

猟
友
会
と
協
議

し
前
向
き
に
考
え
、
既

存
施
設
は
活
用
し
た
い
。

※
ジ
ビ
エ
＝
フ
ラ
ン
ス

語
で
野
生
鳥
獣
肉
の
意
。

和田 一雄
（日本共産党）

ＴＰＰ

市
長
／
政
府
の
動
向
を
注
視 

市
と
し
て
の
考
え
は

13人が 
 市政を問う

一問一答

多彩な味わい…ジビエ料理
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一般
質問

宍
戸　

市
民
総
ヘ
ル

パ
ー
構
想
の
考
え
方
を

市
民
に
示
す
べ
き
で
は
。

市
長　

す
で
に
生
活
サ

ポ
ー
ト
事
業
な
ど
取
り

組
ん
で
い
る
が
、
行
政

と
市
民
と
の
「
自
助
」

「
共
助
」
「
公
助
」
の

役
割
分
担
が
必
要
な
の

で
、
体
系
的
に
整
備
し
、

市
民
に
示
す
考
え
だ
。

宍
戸　

市
内
各
所
に
あ

る
公
共
水
道
施
設
の
統

合
と
水
道
管
の
連
結
は

で
き
な
い
か
。

市
長　

難
し
い
が
大
切

な
こ
と
で
あ
り
、
市
民

の
協
力
の
も
と
、
国
、

県
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
進
め
た
い
。

宍
戸　

甲
立
古
墳
の
発

掘
調
査
状
況
を
、
ビ
デ

オ
な
ど
音
声
に
し
て
記

録
し
紹
介
し
て
は
。

教
育
長　

考
古
学
的
価

値
が
極
め
て
高
い
と
判

断
さ
れ
て
お
り
、
解
説

付
き
で
映
像
記
録
と
し

て
残
し
、
歴
史
民
俗
博

物
館
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
将
来
に
わ
た
っ
て
紹

介
し
て
い
き
た
い
。

宍戸 邦夫
（無所属）

水道管の連結を

市長／難しいが進めたい 

水
道
事
業

先
川　

独
居
老
人
の
安

全
対
策
は
。

市
長　

先
般
向
原
町
で

独
居
老
人
の
行
方
不
明

事
件
が
起
き
た
。
再
発

防
止
に
向
け
、
従
来
の

安
否
対
策
事
業
充
実
の

ほ
か
、
さ
ら
に
的
確
な

具
体
策
を
検
討
す
る
。

先
川　

お
太
助
情
報
キ

ッ
ト
の
配
付
状
況
と
全

戸
配
布
の
考
え
は
。

市
長　

現
在
「
生
活
サ

ポ
ー
ト
事
業
」
の
利
用

者
約
200
名
に
配
付
し
て

い
る
。
今
後
全
戸
配
布

す
る
よ
う
検
討
す
る
。

先
川　

向
原
小
中
学
校

の
学
期
制
は
。

教
育
長　

二
学
期
制
を

敷
い
て
８
年
に
な
る
。

向
原
高
校
が
三
学
期
制

に
移
行
し
て
お
り
、
今

後
保
護
者
の
意
見
も
聞

き
早
々
に
学
校
長
が
判

断
す
る
。

先
川　

「
広
報
あ
き
た

か
た
」
の
保
存
用
フ
ァ

イ
ル
の
作
成
は
。

市
長　

広
報
誌
を
保
存

し
、
必
要
な
時
読
み
返

す
こ
と
は
行
政
情
報
の

周
知
の
面
か
ら
も
有
意

義
で
あ
る
。
今
後
デ
ザ

イ
ン
も
含
め
前
向
き
に

検
討
す
る
。

先川 和幸
（無所属）

危機管理

市
長
／
さ
ら
に
的
確
な

具
体
策
を
検
討 

一
人
暮
ら
し
老
人

の
安
全
対
策
は

水道施設統合を（糘地地区）

全戸配布される「お太助情報キット」
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一般
質問

水
戸　

地
域
密
着
型
サ

ー
ビ
ス
事
業
へ
の
本
市

の
支
援
策
の
必
要
性
と

今
後
の
取
り
組
み
は
。

市
長　

企
業
誘
致
の
観

点
に
準
じ
「
福
祉
施
設

新
設
奨
励
条
例
」
を
制

定
し
、経
営
の
安
定
、地

元
雇
用
の
促
進
を
図
る
。

水
戸　

消
防
団
再
編
計

画
に
よ
る
美
土
里
方
面

隊
第
三
分
団
詰
所
整
備

と
、
老
朽
化
し
た
北
駐

在
所
の
合
理
的
施
設
整

備
は
。

市
長　

美
土
里
方
面
隊

第
三
分
団
詰
所
は
、
国

道
433
号
沿
線
の
市
有
地

に
建
設
を
計
画
。
併
せ

て
駐
在
所
の
建
設
も
警

察
本
部
と
協
議
し
、
防

犯
防
災
救
急
機
能
を
集

約
化
し
た
い
。

水
戸　

葬
斎
場
建
設
計

画
に
伴
い
、
県
道
の
危

険
個
所
解
消
が
急
務
と

考
え
る
が
。

市
長　

本
市
に
と
っ
て

吉
田
邑
南
線
は
重
要
路

線
な
の
で
、
葬
斎
場
建

設
予
定
地
周
辺
の
県
道

改
良
は
、
歩
道
設
置
や

日
照
改
善
な
ど
の
対
策

に
努
力
す
る
。

水戸 眞悟
（絆）

積極的支援を

市長／奨励条例で対応

高
齢
者
福
祉

石
飛　

郡
山
城
跡
の
ハ

イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
整

備
状
況
は
。

市
長　

安
芸
高
田
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
委
託
し
、
管
理
さ
れ

て
い
る
。
歴
史
的
財
産

を
未
来
創
造
支
援
計
画

と
し
検
討
中
。

石
飛　

ハ
イ
キ
ン
グ
コ

ー
ス
利
用
者
か
ら
の
苦

情
は
。

市
長　

昨
年
度
は
「
マ

ム
シ
注
意
」
の
看
板
が

な
い
、
倒
木
が
あ
る
な

ど
の
苦
情
が
あ
っ
た
。

石
飛　

山
頂
付
近
へ
の

ト
イ
レ
設
置
の
考
え
は
。

市
長　

基
本
的
な
問
題
、

管
理
上
困
ら
な
い
ト
イ

レ
の
設
置
を
前
向
き
に

考
え
て
い
き
た
い
。

石
飛　

多
文
化
共
生
社

会
の
構
築
に
向
け
た
取

り
組
み
の
課
題
と
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
に
必
要
な
ア

イ
テ
ム
は
。

市
長　

将
来
の
福
祉
・

介
護
・
農
業
・
産
業
な

ど
の
人
材
不
足
に
対
し
、

先
を
見
据
え
た
人
材
確

保
画
必
要
で
、
そ
の
取

り
組
み
は
言
葉
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

石飛 慶久
（無所属）

郡山城跡

市
長
／
前
向
き
に
検
討

ト
イ
レ
の
設
置
は

建設中のグループホーム施設（美土里）

望まれるトイレ整備
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一般
質問

今
村　

行
政
評
価
の
具

体
的
な
進
め
方
は
。

市
長　

執
行
部
、
議
会
、

市
民
の
三
者
に
よ
る
評

価
が
ど
う
あ
る
べ
き
か

を
考
え
、
市
民
に
対
す

る
情
報
提
供
を
着
実
に

実
施
し
、
事
業
執
行
の

前
倒
し
も
検
討
し
た
い
。

今
村　

市
民
ニ
ー
ズ
が

い
か
に
行
政
に
反
映
さ

れ
て
い
る
か
を
お
互
い

が
評
価
し
合
う
の
が
最

終
目
的
だ
と
考
え
る
が
。

市
長　

評
価
を
行
う
と

い
う
視
点
の
中
で
欠
け

て
い
る
点
は
成
果
を
ど

う
と
ら
え
る
か
で
あ
り
、

職
員
、
市
民
、
議
会
側

が
行
政
経
営
の
感
覚
を

持
つ
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
そ
れ
に
は
も
う
少

し
時
間
が
か
か
る
。

今
村　

23
年
度
の
主
要

施
策
、
事
業
は
。

市
長　

総
合
計
画
の
実

施
計
画
に
基
づ
き
、
合

併
特
例
債
を
充
当
し
、

葬
斎
場
の
整
備
、
学
校

の
耐
震
化
、
向
原
町
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
光

フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
地
域

通
信
情
報
化
推
進
が
中

心
と
な
る
。

金
行　

国
の
補
正
に
よ

る
社
会
資
本
整
備
総
合

交
付
金
で
、
活
力
創
出

基
盤
整
備
等
、
魅
力
あ

る
地
域
づ
く
り
支
援
交

付
金
の
配
分
は
。

市
長　

道
路
改
良
事
業

を
進
め
る
。

金
行　

小
原
地
区
基
盤

整
備
事
業
の
進
捗
状
況

は
。

市
長　

小
原
２
期
地
区

と
し
て
取
り
組
ん
で
お

り
、
全
体
工
期
は
24
年

度
完
了
を
目
指
し
て
い

る
。

金
行　

地
区
外
の
道
路
、

水
路
の
整
備
は
。

市
長　

圃
場
整
備
事
業

に
お
い
て
は
困
難
で
あ

る
が
、
単
県
の
補
助
事

業
で
考
え
た
い
。

金
行　

石
仏
井
堰
の
改

修
は
。

市
長　

22
年
度
は
実
施

設
計
を
行
い
23
年
度
で

工
場
製
作
、
24
年
度

で
旧
堰
撤
去
し
新
設

す
る
。
総
事
業
費
は

１
億
３
５
０
０
万
円
。

今村 義照
（あきの会）

行政評価
市
長
／
職
員
・
市
民
・
議
会
の
行
政

経
営
感
覚
が
重
要
　
　
　
　

市
民
ニ
ー
ズ
の
反
映
が

行
政
評
価
の
原
点
で
は

金行 哲昭
（政友会）

石
いし

仏
ぼとけ

の改修は

市長／24年度で完成

井い

堰せ
き

改
修

行政評価データ

改修を待つ石仏井堰
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一般
質問

山
本　

被
害
増
大
の
中

で
の
予
算
措
置
と
計
画

は
。
限
界
集
落
地
、
人

口
減
の
中
で
の
管
理
対

策
は
。
捕
獲
方
法
と
し

て
特
例
対
策
は
。
捕
獲

数
と
処
理
費
の
チ
ェ
ッ

ク
は
。

市
長　

捕
獲
対
策
と
し

て
は
後
継
者
の
育
成
、

防
御
対
策
と
し
て
は
緩

衝
帯
整
備
な
ど
、
食
害

に
対
し
て
は
作
物
の
選

択
等
検
討
。
保
護
と
の

関
係
も
あ
り
、
今
後
の

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

関
係
機
関
と
連
携
を
強

化
す
る
。

山
本　

職
員
人
事
は
、
、

長
期
短
期
的
、
地
域
的

な
適
材
適
所
の
配
置
が

考
慮
さ
れ
る
べ
き
。
ま

た
、
総
合
窓
口
の
指
定

管
理
委
託
に
は
問
題
が

あ
る
の
で
は
。

市
長　

職
員
の
配
置
に

は
、
全
体
と
し
て
の
割

合
、
職
員
の
意
見
・
意

思
を
確
認
し
な
が
ら
対

処
し
て
い
る
。
委
託
は
、

法
令
順
守
を
徹
底
し
た

内
容
に
す
る
。

山
根　

事
業
費
40
億
円

を
か
け
て
計
画
し
て
い

る
情
報
通
信
基
盤
整
備

方
法
と
利
用
目
的
は
。

市
長　

光
フ
ァ
イ
バ
ー

網
に
よ
り
、
防
災
目
的

な
ど
市
民
へ
の
情
報
伝

達
手
段
の
統
一
化
を
図

る
。

山
根　

現
在
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ

で
さ
え
利
用
率
は
25
～

30
％
と
低
く
、
さ
ら
に

将
来
的
な
人
口
減
少
の

中
で
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
の
負
担
や
、
ま
た
、

有
線
放
送
は
現
在
月
額

１
１
２
０
円
で
利
用
で

き
て
い
る
が
、
こ
れ
に

替
わ
る
光
フ
ァ
イ
バ
ー

で
の
利
用
者
負
担
抑
制

の
検
討
は
。

市
長　

慎
重
に
あ
ら
ゆ

る
方
法
を
検
討
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

○
統
合
給
食
セ
ン
タ
ー

に
お
け
る
地
場
産
品

の
利
用

○
高
齢
者
へ
の
火
災
警

報
器
の
設
置
助
成

○
病
後
児
保
育
へ
の
対

応
に
つ
い
て

山本　 優
（絆）

山根 温子
（無所属）

将来的な負担
抑制の検討は

市長／慎重に検討

光
フ
ァ
イ
バ
ー

待たれる光ファイバー網

鳥獣対策

市
長
／
申
請
に
基
づ
き
確
認

捕
獲
数
の

チ
ェ
ッ
ク
は

捕獲されたイノシシ
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一般
質問

前
重　

広
島
市
が
招
致

を
検
討
す
る
２
０
２
０

年
夏
季
五
輪
の
招
致
検

討
委
員
会
へ
安
芸
高
田

市
と
し
て
、
こ
れ
ま
で

の
会
議
な
ど
へ
の
出
席

は
。
会
議
へ
参
加
し
て

い
る
の
で
あ
れ
ば
、
今

日
の
方
向
へ
至
っ
た
経

緯
、
経
過
は
。

市
長　

広
島
市
長
か
ら

の
参
加
要
請
を
受
け
４

回
出
席
し
て
い
る
。
隣

接
す
る
本
市
と
し
て
誘

致
を
検
討
す
る
に
至
っ

た
理
念
、
経
緯
等
に
つ

い
て
把
握
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
と
判
断
し
、

基
本
計
画
等
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
て
い
る
。

前
重　

安
芸
高
田
市
と

し
て
、
今
後
そ
の
招
致

検
討
委
員
会
へ
の
参
加

は
。

市
長　

方
向
性
を
見
き

わ
め
る
意
味
で
、
今
後

も
参
加
。

前重 昌敬
（絆）

広島招致検討委員会
への参加は
市長／市としての方向性を　

見きわめる意味で参加 

２
０
２
０
年
夏
季
五
輪

赤
川　

一
般
県
道
「
原

田
～
吉
田
線
」
計
画
中

途
で
中
断
。
復
活
事
業

と
し
て
地
元
説
明
会
や

そ
の
後
の
事
業
計
画
と

取
り
組
み
は
。

市
長　

合
併
後
は
合
併

支
援
緊
急
道
路
と
し
て

事
業
推
進
し
て
い
た
が
、

県
財
政
悪
化
で
18
年
度

か
ら
事
業
中
止
と
な
っ

て
い
た
。
市
の
重
要
路

線
と
強
く
要
望
。
県
は

再
び
整
備
実
施
路
線
に

位
置
付
け
、
復
活
事
業

と
し
て
取
り
組
む
予
定
。

今
後
も
県
へ
継
続
的
に

働
き
か
け
る
。

赤
川　

林
道
「
戸
島
～

入
江
線
」
も
復
活
事
業

と
し
て
今
後
の
計
画
、

取
り
組
み
は
。

市
長　

地
権
者
の
方
か

ら
土
地
使
用
承
諾
書
や

工
事
施
工
同
意
書
を
い

た
だ
き
、
計
画
路
線
内

の
赤
柴
山
湿
原
の
自
然

環
境
調
査
中
。
23
年
度

か
ら
実
施
設
計
に
着
手

予
定
。

赤川 三郎
（新政会）

合併支援道路

市
長
／
県
に
継
続
的
に
働
き
か
け
る

こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
は

オリンピックメイン会場イメージ図 (広島市提供 )

早期改良を（県道原田・吉田線）
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一般
質問

青
原　

市
に
お
い
て
少

子
高
齢
化
対
策
は
重
要

課
題
で
あ
り
、
ワ
ク
チ

ン
の
無
料
接
種
化
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

市
長　

現
在
、
予
防
接

種
法
に
基
づ
く
定
期
予

防
接
種
は
全
額
公
費
助

成
と
な
っ
て
い
る
が
、

子
宮
頚
が
ん
の
予
防
接

種
は
努
力
義
務
と
な
っ

て
い
る
。
子
育
て
支
援

と
し
て
大
切
な
こ
と
と

認
識
し
、
無
料
化
に
取

り
組
み
た
い
。

青
原　

市
の
取
り
組
み

が
見
え
る
形
を
。
ま
た
、

こ
れ
が
23
年
度
予
算
に

ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ

て
い
る
か
。

市
長　

23
年
度
予
算
は

ま
だ
予
算
要
求
の
段
階

だ
が
、
子
宮
頚
が
ん
の

予
防
接
種
に
つ
い
て
過

去
４
年
間
分
の
予
算
計

上
を
考
え
て
お
り
、
来

年
度
か
ら
実
施
す
る
こ

と
を
約
束
し
た
い
。

青原 敏治
（あきの会）

ワクチン無料化は
市長／子宮頚がん予防接種

無料化に　　　　　

予
防
接
種

入
本　

清
流
園
汚
泥
再

処
理
セ
ン
タ
ー
は
４
月

１
日
か
ら
稼
働
し
、
農

業
肥
料
と
し
て
利
用
す

る
計
画
を
伺
う
。

市
長　

国
に
肥
料
登
録

申
請
後
は
、
堆
肥
セ
ン

タ
ー
と
連
携
し
可
能
な

限
り
循
環
型
農
業
の
構

築
を
目
指
し
、
多
く
の

市
民
・
農
家
に
、
堆
肥

（
園
芸
用
）
と
し
て
も

利
用
い
た
だ
き
た
い
。

入
本　

「
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
総
合
窓
口
」
の
ス

タ
ー
ト
で
休
日
の
窓
口

を
行
え
ば
、
相
談
や
手

続
き
に
利
便
性
が
あ
る

と
思
う
が
。

市
長　

職
員
の
「
ま
ご

こ
ろ
代
行
サ
ー
ビ
ス
」

で
対
応
し
、
開
設
は
考

え
て
い
な
い
。

入
本　

「
あ
き
た
か
た

の
た
か
ら
」
の
特
産
品

販
売
支
援
は
。

市
長　

現
在
21
グ
ル
ー

プ
・
43
品
目
が
認
証
さ

れ
、
個
々
の
商
品
力
強

化
、
広
島
市
内
、
観
光

地
、
ネ
ッ
ト
販
売
等
の

支
援
を
考
え
て
い
る
。

入本 和男
（あきの会）

清流園

市
長
／
農
業
、
園
芸
に
利
用 

汚
泥
を
肥
料
と
し
て

利
用
す
る
計
画
は

予防接種の充実強化

認定特産品の一例
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議会報告会

議会改革めざして！ 議会報告会実施議会改革めざして！ 議会報告会実施

―　報 告 会 の 内 容　―

報告事項
〔議会のうごき（3常任委員会の調査・審査）について〕（要旨）

◎開催の目的
　議会の活動状況を報告し「市民に開かれた議会」を目指して

　議会改革の一環として11月17日（水）から19日（金）までの３日間20人の
議員が３班に分かれ市内６会場で議会報告会を行った。

主催　 安芸高田市議会

　・行財政改革に関して
　　　地方交付税が年々減少し、市の財政もま

すます厳しい状況。
　　　コスト削減や民間活力の活用、新たな財

源確保への取り組み。
　・給食センター整備に関して
　　　23年4月稼働に向けて、施設規模・使用

食材・就労者数など。
　　（市内保育所、幼稚園、小・中学校対象）
　・公共交通に関して
　　　22年10月より市内全域で実施となった

「デマンド交通（予約乗合タクシー）」の
新たな公共交通体系の確立に向けた取り組
み。

◎ 総務企画常任委員会
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◎文教厚生常任委員会
　・市民総ヘルパー事業に関して
　　　高齢者福祉の充実、自主防災のあり方など市民がお互い支え助け合う（自助、共助、

公助）考え方、しくみ。
　・幼保一元化検討事業に関して
　　　公立の保育所・幼稚園機能の一体化に向けて検討されいる。
　　　市は現在保育所規模適正化計画を策定中。（計画は22～31年度の10年間）
　・救急医療体制整備の関係
　　　市は中核病院であるＪＡ吉田総合病院と連携して救急医療体制の整備や医師不足など

の人材確保に取り組んでいる。特にＪＡ吉田総合病院の「休日夜間救急診療所」の運営
への財政支援をしている。

　・学校規模適正化、耐震化の関係
　　　各学校の「耐震診断」に基づき、必要に応じて「耐震補強工事」をしている。
　　　学校規模適正化については、市民の意見をもとに23年3月には計画が策定される。
　　　（計画期間は23～27年度の５年間）これらについて問題点など。

◎産業建設常任委員会
　・地産地消について
　　　市は22年度「地産地消行動計画」により、
　　市内農産物の安定生産、流通消費の方針を
　　示した。特に給食センターの23年度開設に
　　伴う食材調達、多品目安定供給などの問題
　　点、課題。
　・有害鳥獣対策について
　　　激増する鳥獣被害の防止対策について、
　　捕獲班に対する支援や集落単位・個人対応
　　による防護柵設置など、農家の生産意欲向
　　上、耕作放棄地の減少を図り、農業振興に
　　向けた取り組み。
　・入札、契約制度について
　　　公共事業の削減など、建設業界において
　　は厳しい状況にある中で、地場産業の活力
　　を生み、地域経済の活性化のためにも市内
　　業者に適した制度を求めて。

議会報告会

議会改革めざして！ 議会報告会実施議会改革めざして！ 議会報告会実施
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議会報告会

意見交換会で 市民の生の声を意見交換会で 市民の生の声を
換会」での主な意見や質疑議会報告会における「意見交

○人権多文化共生推進室について委員会
はどのような調査をしているか
○竹原市は議員定数を14人としたが、
本市の議員定数をどう考えているか
○政務調査費を今後どう考えているか
○複式となりつつある小学校の今後は
○通学路に危険個所が多い、優先的に整
備すべき
○今の経常収支比率であと４・５年先ま
でいって本当に大丈夫か
○政務調査費を請求しない議員は必要な
いのか、あるいは活動していないのか

○21年度決算のうち、市内に本社のあ
る企業にもたらされた額はいくらか
○国からの地方交付税の額は
○市財政の長期的なビジョンを議会はど
う考えているか
○本会議を支所の議場で開催してほしい、
持ち回りの開催も提案する
○議会中継を支所のロビーで見れるよう
希望する
○22年度の負債総額は
○給食センターでは手作り重視の献立・
調理を希望する

○報告会に地元議員の出席を要望する
○政務調査費の報告が広報誌だけでなく
議員個々で報告されるべき
○お太助ワゴンが夕方に吉田へ帰る際に
乗車できる方法はないか
○バスについて、通勤時・帰宅時に見か
ける車の殆どが回送であるが、利用方
法はないか
○横田診療所が民営化となることだが、
へき地医療のへき地が除外されると困る
○地元議員が主体（企画して）で開催し
てほしい

11月17日㈬　午後7時～8時40分　出席者28名

11月18日㈭　午後7時～8時30分　出席者33名

11月19日㈮　午後7時～8時30分　出席者15名

八千代会場

向 原 会 場

美土里会場

八千代文化施設フォルテ

向原公民館

市役所美土里支所
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議会報告会

意見交換会で 市民の生の声を意見交換会で 市民の生の声を
換会」での主な意見や質疑議会報告会における「意見交

○政務調査費が未申請の議員がいる中で、
この必要性は
○竹原市の例から議員定数削減はあるか
○年度末で廃校になる高宮高校の利活用
についての考えは
○報告会は議会の活性化につながるので、
継続してほしい
○小・中学校の統廃合は
○認定子ども園の考え方は
○議長交際費の見舞金・お祝金の額の詳
細は
○学校統合と耐震化の状況は

○大きな工事に地元業者が参加できない
現状がある
○行政改革による借金返済は順調に進ん
でいるのか
○委員会の視察は広報誌でわかるが、政
務調査費による視察の中身が見えない
○議員定数が多いと感じる、現在議員定
数何人で検討しているか
○女性議員１人のため、女性の声が議会
に届かない
○各市営プールによって利用方法に違い
がある

○合併特例債は金を借りるばかりで行き
詰まっている、地域へお金が落ちるよ
うな運営が必要
○市外の不登校児童・生徒を受け入れす
ることはできないか
○市民総ヘルパー構想の詳細を知りたい
○有害鳥獣食肉加工施設の設置には多額
の資金が必要、悪い例も視察すべき
○有害鳥獣対策で、中山間地域補助金に
該当しない地区への協力を
○結婚サポート事業は、イベント開催だ
けでなく参加者に密着した後押しを

11月17日㈬　午後7時～8時20分　出席者23名

11月19日㈮　午後7時～8時30分　出席者28名

11月18日㈭　午後7時～8時50分　出席者29名

高 宮 会 場

吉 田 会 場

甲 田 会 場

高宮田園パラッツオ

市民文化センター

甲田文化センターミューズ
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第４回臨時会

第４回臨時会
　11 月 29 日、22 年第４回臨時会を開催。
　提出された２議案と議員発議４件を審議し、すべて原案のとおり可決。

職員の給与減額職員の給与減額
440人で 約5000万円 減額
・55歳を超える職員は一定率で減額（△1.5％）
・期末勤勉手当（ボーナス）の引き下げ（△0.2月分）
・さらに、中高年層の棒給表を引き下げ改定

議員報酬減額議員報酬減額
20人で158万円 減額
・期末手当（ボーナス）の引き下げ（△0.2月分）

給
与
条
例
の
一
部
改
正

議  

員  

発  

議

可
　
決

可
　
決

国への意見書提出を可決
◎特措法に基づく基金の早期創設と口蹄疫被害の全面補償を求める意見書
要旨　　今回の口蹄疫の蔓延拡大は、半世紀前に作られた｢家畜伝染病予防法｣が今日の

家畜の現状にそぐわず、対応にも多くの不備が生じた結果引き起こされたもの。
　　　　再発防止策と、関係者の再建に向けて支援の手立てを講ずることを求める。

◎米価の大暴落に歯止めをかけるための対策を求める意見書
要旨　　この数年来、生産費を大幅に下回る米価が続いている中、生産者の努力は限界

を超えている。米の需給を引き締め、価格を安定・回復させるため、政府が生産
に関らず、過剰米を40万トン程度、緊急買い入れすることが最も効果的である。

◎免税軽油制度の継続を求める意見書
要旨　　免税軽油制度がなくなれば農業経営への負担増は避けられず、軽油を大量に使

う畜産農家や野菜・園芸農家をはじめ、農業経営への影響は深刻。地域農業の振
興と食料自給率を向上させる観点からも、制度の継続は有効である。
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12
月
24
日
、
芸
北
広

域
環
境
施
設
組
合
議
会

の
定
例
会
が
北
広
島
町

で
開
催
さ
れ
、
21
年
度

の
決
算
額
７
億
７
０
８

７
万
円
を
認
定
し
た
。

〈
主
な
収
入
〉

○
安
芸
高
田
市
・
北
広

　

島
町
負
担
金

 

６
億
６
４
９
４
万
円

○
使
用
料
及
び
手
数
料

 

１
億　

９
０
５
万
円

〈
主
な
支
出
〉

○
ご
み
処
理
費

 

４
億
１
７
５
１
万
円

○
借
入
金
返
済
額

 

３
億　
　

３
３
万
円

〈
監
査
委
員
報
告
〉

　

入
札
率
に
つ
い
て
、

改
正
を
指
摘
し
て
か
ら

は
適
正
な
水
準
に
な
っ

て
い
る
。

　

ま
た
、
随
意
契
約
の

中
に
お
い
て
も
入
札
に

移
行
で
き
る
も
の
を
自

己
評
価
し
て
洗
い
な
お

せ
ば
、
さ
ら
に
単
価
が

下
が
る
も
の
が
見
受
け

ら
れ
る
。

〈
主
な
質
疑
〉

　
　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
設
置
基
準
は
。

　
　

１
行
政
区
に
１
か

所
必
ず
設
置
す
る
。
住

宅
の
場
合
は
20
戸
単
位

で
設
置
。
高
齢
者
等
の

問
題
が
あ
れ
ば
検
討
す

る
。

　
　

監
査
委
員
に
「
委

託
料
」
１
億
７
４
６
５

万
円
の
内
容
に
つ
い
て

意
見
を
伺
う
。

監
査
委
員　

収
集
運
搬

を
業
務
委
託
さ
れ
、
政

治
的
な
判
断
で
踏
み
込

ま
ず
に
い
る
。
民
間
と

競
合
す
れ
ば
良
い
と
思

う
が
口
を
出
せ
る
状
況

で
な
い
。

　
　

廃
食
油
を
広
域
で

回
収
す
る
考
え
は
。

　
　

現
在
「
Ｉ
Ｎ
Ｅ　

Ｏ
Ａ
Ｓ
Ａ
」
が
年
間

１
万
４
４
４
リ
ッ
ト
ル

回
収
し
て
お
り
、
安
芸

高
田
市
で
も
回
収
で
き

る
よ
う
検
討
す
る
。

　
　

収
集
業
と
の
委
託

契
約
に
民
間
参
入
の
考

え
は
。

　
　

ご
み
の
収
集
業
務

は
公
共
性
を
含
め
た
業

務
で
あ
る
た
め
委
託
の

形
態
が
望
ま
し
い
か
、

今
後
の
課
題
と
思
う
。

組
合
議
会
議
員

藤
井
昌
之　

入
本
和
男

青
原
敏
治　

秋
田
雅
朝

 

前
川
正
昭

芸北広域環境施設組合
（きれいセンター）

芸
北
広
域
環
境
施
設
組
合
議
会

（
き
れ
い
セ
ン
タ
ー
）

Ｑ

ＱＱ

Ｑ Ａ

ＡＡ

年間1人当たりごみ排出量　  228kg
分類によるごみ資源売却収入 977万円

ごみ処理コストごみ処理コスト

4億1751万円4億1751万円
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議会マメ知識

　朗読ボランティア「蜘
く

蛛
も

の糸」（代表　芦田道子さん）のご協力により、議会だより
朗読テープの貸し出しを行っています。
　貸し出し方法等の詳細は議会事務局（42-5621）へお問い合わせください。

　議会の会議（定例会、臨時会、委
員会）は、広く市民のみなさんに公
開されています。
　まだ議会の会議を傍聴したことが
ない方は、ぜひ一度、会議を傍聴し
てみてください。
　会議の日程等の広報は、会議開催
前に、議会事務局が、有線・無線放
送、市役所内掲示板、市のホーム
ページ等でお知らせしています。

　昨年の第１回定例会（22年３月定例会）より、一般質問を一問一答方式で行って

おり、同時に執行部の反問権も導入されましたが、この反問権は、答弁者が質問者

に対して質問の趣旨を問いただすことのみ認められたものでした。

　本来反問権とは、一般質問や緊急質問の際に、質問の論点や争点を明確にして論

議を深めることができるよう、質問者に対し答弁者が質問できるよう定められてい

るものです。

　本市議会では、今回の定例会（23年３月定例会）より、本来の反問権である質

問者への質問を答弁者に付与するよう規則改正を行います。

　より深い政策論争ができることに期待します。

※ 反問権が行使できるのは、市長、副市長、教育長 などの特別職に限ります。

執行部の反問権

議会を傍聴してみませんか

議会
マメ知識
議会

マメ知識
議会

マメ知識

議会だより「朗読テープ」の貸し出しを行っています議会だより「朗読テープ」の貸し出しを行っています



期間（月）
項目 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12

議 会 報 告 会

議員定数・報酬

政 務 調 査 費
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議会のうごき
知事表彰

広島県市町議会議員知事表彰
在職34年受賞おめでとうございます

亀岡　等�さん（現市議会議員　美土里町）
　昭和48年（1973）から平成５年（1993）、平成９年（1997）から平成
16年（2004）の間美土里町議会議員として、同年合併により市会議
員として現在に至る34年間議員として在職され、地域の振興と住
民自治の向上に貢献されました。
　みなさんのおかげと感謝されています。

表彰規定
県内の市町村議会議員として通算30年以上在職していること
� （12月1日基準）

23年 第1回（3月）定例会迫る

議会改革特別委員会の今後の取り組み

23年度予算などを審議します
○2月23日から3月18日までを会期として開催予定。

●本会議　　　　2月23日（水）、3月18日（金）
●各常任委員会　2月24日（木）、25日（金）、3月1日（火）
●一般質問　　　3月2日（水）、3日（木）
●予算審査　　　3月7日（月）、8日（火）、9日（水）、14日（月）、15日（火）

※23年第1回定例会の詳細は、市のホームページや通知公報でお知らせします。

※1月18日委員会で決定

 委員会スケジュール

集約及び今後の方向性

団体・市民等意見調査

議会報告会

協議期間

協議期間 最終とりまとめ

 シリーズ1
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初釜に集う

美土里町文化協会茶道部

地域で火災警報器取り付け

郷野地区振興会

今年も健康で

浅塚地域振興会

農村の守護神 ウシ・トラ
今年ウサギも加勢！ 土手に立つ
農村の守護神 ウシ・トラ
今年ウサギも加勢！ 土手に立つ

下としま中央集落会

寒波襲来

桜守プロジェクトボランティアのみなさん

主要県道三次･美土里線除雪（房後地区）

土師ダム湖畔さくら保全
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第
24
号
よ
り
、
平
成
21
年
度
絵
画
コ
ン

ク
ー
ル
「
文
化
財
を
描
こ
う
」
に
入
選
さ

れ
た
作
品
を
掲
載
し
始
め
て
、
本
号
が
最

終
の
掲
載
の
作
品
で
す
。
議
会
だ
よ
り
の

表
紙
を
飾
っ
て
く
れ
た
５
人
は
も
と
よ

り
、
多
く
の
児
童
生
徒
た
ち
が
作
品
出
品

の
た
め
、
安
芸
高
田
市
の
文
化
財
に
目
を

向
け
て
く
れ
た
こ
と
で
、
ふ
る
さ
と
を
感

じ
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　

成
長
期
で
感
受
性
の
豊
か
な
子
ど
も
た

ち
が
、
成
長
し
都
会
へ
就
職
・
学
業
に
と

巣
立
っ
た
と
し
て
も
、
い
つ
ま
で
も
こ
の

ふ
る
さ
と
が
、
懐
か
し
く
居
心
地
の
良
い

町
で
あ
り
続
け
れ
ば
。
安
芸
高
田
市
を
良

く
し
た
い
と
、
市
外
よ
り
応
援
も
し
て
く

れ
ま
す
。
ま
た
、
故
郷
に
帰
り
、
住
民
と

し
て
安
芸
高
田
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献

し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　

地
域
の
全
て
の
環
境
が
、
子
ど
も
た
ち

の
心
を
揺
さ
ぶ
り
、多
く
の
こ
と
を
学
び
、

学
業
・
ス
ポ
ー
ツ
・
人
間
形
成
な
ど
を
構

築
し
て
大
人
に
な
り
ま
す
。

　

今
の
子
供
た
ち
が
大
人
に
な
っ
た
時

に
。
人
輝
く
安
芸
高
田
市
を
持
続
し
、
引

き
渡
す
役
割
を
背
負
う
議
会
人
と
し
て
責

任
を
重
く
受
け
止
め
た
い
。

　

２
０
１
１
年
が
、
平
穏
で
幸
せ
な
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
に
祈
念
し
ま
す
。
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